
番
号

学　　年

グループ名

月 ★ 主な学習内容 指導の工夫

・目標を決め、目的意識をもって行動
することができる。
・係活動を決め、継続的に取り組むこと
ができる。

・現場実習について知り、目標や持ち
物を覚えることができる。
・現場実習で取り組んだ活動を振り返
ることができる。

・目標がどれくらい達成できたかなどを
視覚支援などで振り返ることができる。
・冬休みの目標を決め、健康で安全な
生活を送ることができる。

・３年生の生活につ
いて
（オリエンテーション）
・新入生を迎えて
・個人目標決め、係
活動確認

・現場実習について

・１学期を振り返って
夏休みの過ごし方

・高等部生活の流れや
ルールについての確認
・新入生歓迎会
・個人目標や学級目標、
係活動などの決定や掲示
物の作成

・現場実習について知るこ
と

・目標等、１学期の学校生
活の振り返り、夏休みの過
ごし方

・高等部生活の流れを知ることができ
る。
・学校生活の基本的なルールを覚える
ことができる。
・目標を決め、目的意識をもって行動
することができる。
・係活動を決め、継続的に取り組むこと
ができる。
・現場実習について知り、目標や持ち
物を覚えることができる。
・現場実習で取り組んだ活動を振り返
ることができる。
・目標がどれくらい達成できたかなどを
視覚支援などで振り返ることができる。
・夏休みの目標を決め、健康で安全な
生活を送ることができる。

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

・視覚的な支援を適
宜取り入れる。

・具体的に分かりや
すい言葉で、生徒自
身のやる気や言葉を
引き出せるように支援
する。

・目的を意識させ、繰
り返し指導する。

・目標等の達成度を
生徒自身が理解でき
るような言葉や表示
の選択肢を提示す
る。

・学校生活、社会生
活における基本的な
ルールを事前に生徒
自身と確認する。

・行事等の活動を通
して、自分を大事に
し、周りの人と協力し
合えるような雰囲気
づくりをしていく。

・タブレット端末を用
いて活動の内容を分
かりやすく提示する。

・個人目標決め、係
活動確認

・主権者教育

・３学期を振り返って
・３年間を振り返って

・３年生を送る会練
習

・卒業式練習

・個人目標や学級目標、
係活動の決定や掲示物の
作成
・選挙の基本や仕組みを
知ること

・目標等、３学期の学校生
活の振り返り
・目標の達成度や今後の
課題について考え、発表
すること

・出し物などの練習

・証書授与の方法や参加
態度について

・目標を決め、意識をもって行動するこ
とができる。
・係活動を決め、継続的に取り組むこと
ができる。
・投票の方法を知り、取り組むことがで
きる。

・目標がどれくらい達成できたかなどを
視覚支援などで振り返ることができる。
・目標が達成できたか、なぜできなかっ
たか等を振り返ることができる。

・学校生活を振り返り、後輩へ気持ち
を伝えることができる。
・卒業式に主体的に参加できる。

・個人目標決め、係
活動確認

・現場実習について

・２学期を振り返って
・冬休みの過ごし方

〇

予定授業時数

使用教科書

ねらい（評価の観点）単元（題材）名

4
｜
７

9
｜
１２

1
｜
３

・個人目標や学級目標、
係活動などの決定や掲示
物の作成

・現場実習について知るこ
と

・目標等、２学期の学校生
活の振り返り、冬休みの過
ごし方

教科等名 特別活動（ホームルーム活動） Ａ組

ねらい
・規則正しい生活リズム、学習に取り組む態度を身に付ける。
・係活動や自己の役割に責任をもって取り組み、自己肯定感を高める。
・目標をもって活動に取り組み、充実感や達成感を味わい、将来の生活に繋げる。
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84 令和７年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 高等部 ３年

担当教員 〇高柳　彩子　　岸田　義文



番
号

学　　年

グループ名

月 ★ 主な学習内容 指導の工夫

・１年間の流れやルールに
ついての確認

・個人目標や係活動決め、
掲示物の作成

・現場実習について

・１学期の学校生活の振り
返り、夏休みの過ごし方に
ついて

・３年生の生活の流れを知ることができ
ることができる。
・卒業後の生活に向けて、社会人とし
てのルールやマナーを身に付けること
ができる。
・目標を決め、目的意識をもって行動
することができる。
・自分の考えを伝えたり仲間の意見を
聞いたりすることができる。
・１学期の学校生活を振り返る。
・夏休みの生活で留意することを確認
する。

９
｜
12

・個人目標、係活動
を決めよう

・現場実習事前事後
学習

・２学期を振り返ろう
・冬休みの過ごし方
を考えよう

・個人目標や係活動決め、
掲示物の作成

・現場実習について

・２学期の学校生活の振り
返り、冬休みの過ごし方に
ついて

・目標を決め、目的意識をもって行動
することができる。
・自分の考えを伝えたり仲間の意見を
聞いたりすることができる。
・目標をたて、自分で振り返り、今後の
課題を整理することができる。

・２学期の学校生活を振り返る。目標を
自分で振り返ることができる。
・冬休みの生活で留意することを確認
することができる。

○

〇

〇

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

１
｜
３

・校外学習に見通しをもつ。大学生と
のコミュニケーションの取り方を学ぶ。
・食券販売機の使い方を知る。
・自分の生活に関わることとして、選挙
について考えることができる。

・３学期の学校生活を振り返ることがで
きる。

・社会人としての余暇活動や金銭管理
について理解を深めることができる。

・学校生活を振り返り、後輩へ気持ち
を伝えることができる。
・卒業式に主体的に参加できる。

４
｜
７

・視覚的な支援を適
宜取り入れる。
・具体的に分かりや
すい言葉を提示しな
がら生徒自身の意思
や言葉を引き出せる
ように支援する。
・達成感を感じられる
ように、具体的な目標
設定をする。
・達成できなかった目
標については、どの
ようにすると達成でき
るかを考える手がかり
を出す。
・ＩＣＴ機器を使って、
ルールについて確認
する。

・３年生の生活を知
ろう
（オリエンテーション）
　
・個人目標、係活動
を決めよう

・現場実習事前事後
学習

・１学期を振り返って
夏休みの過ごし方を
考えよう

・校外学習事前事後
学習

・主権者教育

・３学期を振り返ろう

・１年間を振り返ろう

・社会人としての生
活

・３年生を送る会練
習
・卒業式練習

・校外学習について

・選挙の基本や仕組みに
ついて

・３学期の学校生活の振り
返り

・目標の達成度や今後の
課題について
・社会人となる心構えにつ
いて

・出し物などの練習

・証書授与の方法や参加
態度について

単元（題材）名

教科等名 特別活動(ホームルーム活動） B組

ねらい
・好ましいコミュニケーション方法を意識して、良好な人間関係を築く。
・目標を意識した行動をし、好ましい態度を身に付ける。
・係活動を通して役割を果たす気持ちを養う。

85 令和７年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 高等部 ３年

担当教員

予定授業時数

使用教科書

35

ねらい（評価の観点）

〇大野　隆将　　松下　暖乃



番
号

学　　年

グループ名

月 ★ 主な学習内容 指導の工夫

・１年間の流れやルールに
ついての確認

・個人目標や係活動決め、
掲示物の作成

・現場実習について

・１学期の学校生活の振り
返り、夏休みの過ごし方に
ついて

・３年生の生活の流れを知ることができ
ることができる。
・卒業後の生活に向けて、社会人とし
てのルールやマナーを身に付けること
ができる。
・目標を決め、目的意識をもって行動
することができる。
・自分の考えを伝えたり仲間の意見を
聞いたりすることができる。
・１学期の学校生活を振り返る。
・夏休みの生活で留意することを確認
する。

９
｜
12

・個人目標、係活動
を決めよう

・現場実習事前事後
学習

・２学期を振り返ろう
・冬休みの過ごし方
を考えよう

・個人目標や係活動決め、
掲示物の作成

・現場実習について

・２学期の学校生活の振り
返り、冬休みの過ごし方に
ついて

・目標を決め、目的意識をもって行動
することができる。
・自分の考えを伝えたり仲間の意見を
聞いたりすることができる。
・目標をたて、自分で振り返り、今後の
課題を整理ことができる。

・２学期の学校生活を振り返る。目標を
自分で振り返ることができる。
・冬休みの生活で留意することを確認
することができる。

○

〇

〇

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

１
｜
３

・校外学習に見通しをもつ。大学生と
のコミュニケーションの取り方を学ぶ。
・食券販売機の使い方を知る。
・自分の生活に関わることとして、選挙
について考えることができる。

・３学期の学校生活を振り返ることがで
きる。

・社会人としての余暇活動や金銭管理
について理解を深めることができる。

・学校生活を振り返り、後輩へ気持ち
を伝えることができる。
・卒業式に主体的に参加できる。

４
｜
７

・視覚的な支援を適
宜取り入れる。
・具体的に分かりや
すい言葉を提示しな
がら生徒自身の意思
や言葉を引き出せる
ように支援する。
・達成感を感じられる
ように、具体的な目標
設定をする。
・達成できなかった目
標については、どの
ようにすると達成でき
るかを考える手がかり
を出す。
・ＩＣＴ機器を使って、
ルールについて確認
する。

・３年生の生活を知
ろう
（オリエンテーション）
　
・個人目標、係活動
を決めよう

・現場実習事前事後
学習

・１学期を振り返って
夏休みの過ごし方を
考えよう

・校外学習事前事後
学習

・主権者教育

・３学期を振り返ろう

・１年間を振り返ろう
・社会人としての生
活

・３年生を送る会練
習
・卒業式練習

・校外学習について

・選挙の基本や仕組みに
ついて

・３学期の学校生活の振り
返り

・目標の達成度や今後の
課題について
・社会人となる心構えにつ
いて

・出し物などの練習

・証書授与の方法や参加
態度について

単元（題材）名

教科等名 特別活動(ホームルーム活動） C組

ねらい
・好ましいコミュニケーション方法を意識して、良好な人間関係を築く。
・目標を意識した行動をし、好ましい態度を身に付ける。
・係活動を通して役割を果たす気持ちを養う。

86 令和７年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 高等部 ３年

担当教員

予定授業時数

使用教科書

35

ねらい（評価の観点）

〇澁谷　一成　　榎本　一慶



番
号

学　　年

グループ名

月 ★ 主な学習内容 指導の工夫

担当教員

予定授業時数

使用教科書

35

ねらい（評価の観点）

〇奈良　恵理子　　大平　宏

・好ましいコミュニケーション方法を意識して、良好な人間関係を築く。
・目標を意識した行動をし、好ましい態度を身に付ける。
・係活動を通して役割を果たす気持ちを養う。

87 令和７年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 高等部 ３年

単元（題材）名

教科等名 特別活動(ホームルーム活動） Ｄ組

ねらい

〇

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

１
｜
３

・校外学習に見通しをもつ。大学生と
のコミュニケーションの取り方を学ぶ。
・食券販売機の使い方を知る。
・自分の生活に関わることとして、選挙
について考えることができる。

・３学期の学校生活を振り返ることがで
きる。

・社会人としての余暇活動や金銭管理
について理解を深めることができる。

・学校生活を振り返り、後輩へ気持ち
を伝えることができる。
・卒業式に主体的に参加できる。

４
｜
７

・視覚的な支援を適
宜取り入れる。
・具体的に分かりや
すい言葉を提示しな
がら生徒自身の意思
や言葉を引き出せる
ように支援する。
・達成感を感じられる
ように、具体的な目標
設定をする。
・達成できなかった目
標については、どの
ようにすると達成でき
るかを考える手がかり
を出す。
・ＩＣＴ機器を使って、
ルールについて確認
する。

・３年生の生活を知
ろう
（オリエンテーション）
　
・個人目標、係活動
を決めよう

・現場実習事前事後
学習

・１学期を振り返って
夏休みの過ごし方を
考えよう

・校外学習事前事後
学習

・主権者教育

・３学期を振り返ろう

・１年間を振り返ろう
・社会人としての生
活

・３年生を送る会練
習
・卒業式練習

・校外学習について

・選挙の基本や仕組みに
ついて

・３学期の学校生活の振り
返り

・目標の達成度や今後の
課題について
・社会人となる心構えにつ
いて

・出し物などの練習

・証書授与の方法や参加
態度について

・１年間の流れやルールに
ついての確認

・個人目標や係活動決め、
掲示物の作成

・現場実習について

・１学期の学校生活の振り
返り、夏休みの過ごし方に
ついて

・３年生の生活の流れを知ることができ
ることができる。
・卒業後の生活に向けて、社会人とし
てのルールやマナーを身に付けること
ができる。
・目標を決め、目的意識をもって行動
することができる。
・自分の考えを伝えたり仲間の意見を
聞いたりすることができる。
・１学期の学校生活を振り返る。
・夏休みの生活で留意することを確認
する。

９
｜
12

・個人目標、係活動
を決めよう

・現場実習事前事後
学習

・２学期を振り返ろう
・冬休みの過ごし方
を考えよう

・個人目標や係活動決め、
掲示物の作成

・現場実習について

・２学期の学校生活の振り
返り、冬休みの過ごし方に
ついて

・目標を決め、目的意識をもって行動
することができる。
・自分の考えを伝えたり仲間の意見を
聞いたりすることができる。
・目標をたて、自分で振り返り、今後の
課題を整理ことができる。

・２学期の学校生活を振り返る。目標を
自分で振り返ることができる。
・冬休みの生活で留意することを確認
することができる。

○

〇


